
新宿NPO協働推進センター 広報誌 

えぬぽっぷん  
NPO POP NEWS 略して『Npop’n』！  

新宿NPO協働推進センターから、社会貢献活動に関連したポップな話題をお伝えします！ 
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曽根氏（COACH/HRD 
人事コンサルタント） 

髙橋氏（PVプロボノ） 

 PVプロボノは社会課題に関心を持つプロの映像クリエイターとNPO・地域コミュ

ニティをつなぎ、社会課題解決のために映像を制作しています。現在の登録メン

バー81名の内、85% 位はフリーランサーであり、演出・企画・カメラマンなどが

多いです。これまで3年間で29件の映像制作実績があり、ここ1～2年は都会のNPO

向けプロモーションビデオ制作を年に3～4件手掛けています。プロボノ側とNPO側

とのマッチングに際しては審査基準を設けており、基準をクリアした双方のマッチ

ングを行い、半年から１年のパートナーシップを組めるかを見極めています。また

WEB上のマッチングシステムも用意してNPO側の依頼内容を提示し、プロボノ側に

応募したいスキルを選択して意思表示をしてもらっています。また映像制作ガイド

ラインも作成し、NPO側が未経験者でも参加できるようにしています。会費として

１プロジェクト38,000 円、それ以外は実費（交通費、会議費など）で対応しており、

映像制作プロジェクトに関する契約締結も、責任範囲明確化のために書面で用意し

ています。 

※ 映像実例として、ママと赤ちゃん「ここるく」を上映頂きました（90秒作品） 

 プロボノとは専門スキル・経験等をボランティアとして提供し、社会課題解決に

成果をもたらすこと。他のボランティア活動との違いは、単なる労働力提供ではな

く「ビジネスパーソンが持つスキル」を提供してNPO・団体を支援することにあり

ます。プロボノ中間支援NPOは、プロボノ参加者と支援先団体を結びつけ、プロ

ジェクトの立ち上げや、進行をサポートすることにより、支援先の運営基盤強化に

役立つ具体的な成果物を出すことを目指しています。プロボノ参加者として、一般

的な勤め人、専門スキルを持つ人、育休が終わり職場復帰を目指している会社員

（「ママボノ」と呼ばれる）も活躍しています。またプロボノスキルとして「ビジ

ネスパーソン」が持つ力が意外と重要となっています。プロジェクト種別はマーケ

ティング調査、Webサイト・パンフレット・ビデオ作成、事業計画立案など多岐に

渡り、２～数名のチーム編成で１日～数か月程度の期間で対応しています。プロ

ジェクト推進には、支援する側・される側双方の意図を汲んだ中間支援マネージメ

ントのサポートが重要となってきます。 
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パネルディスカッションの様子 
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谷氏（NPOコミュニケーション
支援機構<a -con> ） 

松井氏（二枚目の名刺） 

Ẋ  

 a-conは、NPOのコミュニケーション領域を支援するボランティア・ネット

ワークNPOであり、全国に5万以上あるNPO団体の活動をより活発にしていく

ためのエンジンになりたいと考えています。多くのNPOでは資金不足・人材不

足・意思疎通不足により情報発信が課題となっています。a-conではコンサル、

プランナーなど様々なスキルを持った社会人メンバーがNPOの課題をサポート

できるように支援しています。サポートの進め方として、NPO側の考えに対し

て客観的な視点で提案して進めていく方針をとっています。事例として、ある

NPO団体からの相談当初の依頼がHPリニューアルだったのに対し、顔が見え

るコミュニケーション戦略を提案し、丸投げでなくNPO団体と一緒になって企

画・運営活動を進めることで、NPO団体の会員獲得増という成果をあげました。 
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 「二枚目の名刺」では、社会人が本業以外に組織を超えて新しい社会を創る

ことに取り組む“二枚目の名刺”を持つことで、社会課題の解決と同時に自分自

身も成長し、どちらのフィールドでも活躍する社会人を増やすことを目指して

います。具体的な活動として、Common room という社会人とNPO団体が出会

う場を提供し、サポートプロジェクトで一緒に取り組む３～４か月程度の期間

プロジェクトを推進しています。Common room 開催実績はこれまでに29件、

分野は様々ですが、団体の思いやビジョンに共感したメンバーがプロジェクト

に入る形をとっています。「二枚目の名刺」はコーディネーターとなり、社会

人チームとパートナー団体を結び付け、プロジェクトの推進を支援します。 

 パネルディスカッションでは、支援対象となるプロジェクトの規模感や依頼 

する側の体制に関する質問などの意見が交わされました。 

①支援対象プロジェクトの規模感として、個人スキルの提供はせず、複数名の 

 グループで一緒にプロジェクトを回していく形をとっています。（曽根氏） 

②プロジェクトチーム編成を進めるために、双方がどんなことをどういう思い 

 でやりたいか、なぜやりたいかを聞き取り、双方が納得して一緒にがんばっ 

 て成果をあげて、お互いの成長が期待できるようにコーディネートすること 

 が大事です。                       （松井氏） 

③支援対象プロジェクトを依頼する団体側にも、活動を続けるための体力 

 とチームメンバーの維持が重要。また、貴重なプロボノボランティアの時間 

 を無駄にしないように、団体内の意思決定者を明確にする必要があります。 

                          （曽根氏、髙橋氏） 

NPO ṇ פֿ שּ  Ḯךּאל

  ṡ צּ שּ ךּ   ḵṢךּ︣

2階多目的室（定員264 名） 

 当センターにはいろいろな施設があります。例えば「2階多目的室」は、

定員が264 名と多数の方の入室が可能で、大規模な集会、ワークショップ

などに最適です。また、軽微な運動にも利用できます。利用料金は午前

（9：00～12：00）の場合 4,500 円です。 

※登録団体は半額の料金で利用することができます。 

※利用方法など詳細に関しては、当センター（03-5386 -1315 ） 

 までお問い合わせ下さい。 

※施設の利用には①社会貢献性 ②非営利性が求められます。 
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日本カラーアートセラピー協会 

「応援ひろば～女性のためのカラ―アートセラピーカフェ」 

日時：2017年1月9日（月・祝）・23日（月）19:00～20:00 

場所：新宿NPO協働推進センター 401会議室B 

    （新宿区高田馬場4-36-12）  

参加費：500円 

問合せ：日本カラーアートセラピー協会 

【電話】 03-5366-9447 

※ このイベントは女性限定と致します。また、事前予約制となってお

り、ご予約のない場合は開催されませんのでご注意下さい。 

国際ビフレンダーズ東京自殺防止センター 

「電話相談員募集！研修説明会開催」 

日時：2017年1月10日（火） 19:00～21:00 

場所：東京自殺防止センター事務所 

       （新宿区大久保3-10-1) 

参加費：無料 

問合せ：国際ビフレンダーズ東京自殺防止センター 

【電話】 03-3207-5040 

【H P】 http://www.befrienders-jpn.org 

粋なまちづくり俱楽部 

「神楽坂を良く知るセミナー」 

日時：2017年1月14日（土） 14:00～17:00 

場所：東京理科大学森戸記念館 １階「第二フォーラム」 

       （新宿区神楽坂4-2-2) 

参加費：1,000円 

問合せ：粋なまちづくり 楽部 

【電話】 050-3558-6260 

【FAX】 03-5261-3464 

【MAIL】 ikimachi.kentei@gmail.com 

難民支援協会 

「難民アシスタント養成講座」 

日時：2017年1月21日（土）～22日（日） 10:00～17:30 

場所：明治大学リバティタワー1011教室 

       （千代田区神田駿河台1-1) 

参加費：一般15,000円、学生10,000円 

問合せ：難民支援協会 

【電話】 03-5379-6001 

【MAIL】 ｉｎｆｏ@refugee.or.jp 

【H P】 https://www.refugee.or.jp/event/basic_form.shtml 

ピースボート災害ボランティアセンター 

「わが家の災害対応ワークショップ」 

日時：2017年1月28日（土） 13:00～14:30 

場所：モンベル渋谷店 5階 

       （渋谷区宇田川町11-5) 

参加費：500円 

問合せ：ピースボート災害ボランティアセンター 

【電話】 03-3363-7967 

【MAIL】 training@pbv.or.jp 

＜イベント情報掲載募集＞ 

◆対象期間：2017年2月1日（水）～2月28日（火） 

◆募集締切：2017年1月5日（木） 

◆対象団体：当センター登録団体、一般利用団体 

◆掲載件数：最大7件（1団体1件まで掲載できます。応募

が多い場合は、当センターまたは新宿区内のイベント・

登録団体のイベントを優先させていただきます。）  

◆申込方法：タイトル、日時、場所、参加費、問合せ先

を、新宿NPO協働推進センターまで、FAX又はメールにて

ご連絡ください。 
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פֿ ךּ ḭקּ ךּ פֿ ︡ קּ ︣Ḯ 

  問合せ：新宿NPOネットワーク協議会 
【電 話】03-5206 -6527  
【MAIL】hiroba@s -nponet.net  

場   所：当センター4階 401 会議室 
語り手：日本経済システムデザイン研究会 
参加費：1,000 円 

 

 日本の人材と技術、文化的個性を世界市場での生存競争に活かしていくには、新しい市場を切り

拓くイノベーションが必要です。多様な人材・多様な能力・多様な思いを集め共鳴させていくこと

で、日本の次世代を担う産業を生むイノベーションを起こしたいと考えています。そのために組織

や業界を横断して新しい事業を創造するリーダーである「プロデューサー」と多種多様な選択肢が

有機的につながりビジネスが生まれる仕組みを展開します。 
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ƪ֓қǛ₁ ǵ ǶƲ ƲFAX ƲɟɶɩǲǭƲȹɱȽɶǿǛ ʤǜǋƳ ʤ ǑᵂǋֻǢϼ  ƪ֓қǛ₁ ǵ ǶƲ ƲFAX ƲɟɶɩǲǭƲȹɱȽɶǿǛ ʤǜǋƳ ʤ ǑᵂǋֻǢϼ  

    ǀדȖǡ ǲ֝Ȓȿɧȵǵ̸ȑ ǁ  

ǀ  ǁ2017 ₴1 17 18:45 20:45    

      2017 ₴1 24 18:45 20:45   

ǀК ὦǁᶧ̱ǵ ҲȋɝɁȵɥɱș̟ǏƲВ șṔȋǠǲǶȿɧȵǓ ҧǱ ǯǱȑȅǠƳǚǵ ↔ 

 ǮǶƲȿɧȵ̸ ǵḨ ǒȐǜȐǲȿɧȵșȏǖǠȒɐɱɆǯȠɇɎȢȷȅǮǑ̟ǏǞȅǠǵǮƲȿɧȵ 

 ̸ ǵѧⱲ ǒȐ ȅǮ₦ⅎǋ ǲ֞ ǋǦǧǘȒКὦǮǠƳ 

ǀ  ₉ǁ   

  NPO ˲NPOȱɝɣɉȯɶȵɥɱ a- con ɵֻֿ̝ MACARON ɵ ʱӢⅎḸᾐ  

ǀ̝ ḹǁ►ȹɱȽɶ 501 ̝ Ὑ    

ǀ֓қ ǁ2,000 Л 2ᶥѝ  ĦԍѸ2ᶥǯȉ֓қǮǔȒ  

1 17  

 Ƥȿɧȵ̸ ǵḨ  ƥɔɧɱɇȢɟɶȶǵ◐  ƥɅȴȢɱɵɪȢȠȤɆǯǶ   Ƥ ǵ  

1 24  

 Ƥ ȿɧȵǵ ї ƥȿɧȵǵɕɪȺɱ ƥ ₉ǵ ѹƲ  ƥɛȢɱɆǵ     

       ǀNPOǵǦȈǵɓȟȵɨɄɶȵɥɱ ↔ǁ        

 
ǀ  ǁ2017 ₴1 21 ᶽ  13:30 16:00  
                2017 ₴1 28 ᶽ  13:30 16:00  
ǀК ὦǁɟɱɎɶֿṲǵ ד ǓǍȅǖǋǒǱǋƳǚȓȅǮǵ̝ ɵ Ҳș ǞǦǋƳǤȚǱǯǔǲ 
 ǠȒǵǓƼɓȟȵɨɄɶȵɥɱƽǵ ǮǠƳВǲ ǏƲӲҘǞǭ ҲǠȒҞǘǲǱȑȅǠƳNPO  

   Ҳȋᶧ̱ ᵣǲ ǮǔȒȷȫɩșʝ ǲἶȚǮȆȅǢȚǒƳ 

ǀ  ₉ǁ  ẎἶЏВ Ẏἶ ȪɎɈɱȷ  

ǀ̝ ḹǁ►ȹɱȽɶ 501 ̝ Ὑ 1/21 Ʋ401 ̝ Ὑ 1/28  

ǀ֓қ ǁ2,000 Л 2ᶥѝ  ĦԍѸ2ᶥǯȉ֓қǮǔȒ  

1 21  ɓȟȵɨɄɶȵɥɱǯǶ 

1 28  ɓȟȵɨɄɶȵɥɱὕ  

   


